
　

こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
村
都
祁
子
で

す
。田
原
市
で
は
、里
山
づ
く
り
の
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成

　

年
度
か
ら
始
ま
り
、す
で

に　

名
の
方
が
講
座
を
修
了
さ
れ
、各
所
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
第
３
回
目
で
、全
８
回
の
講
義

と
実
技（
平
成　

年
７
月
〜　

月
）を
行
い　

名
が
参

加
し
ま
し
た
。今
回
は
、私
が
講
座
に
参
加
し
た
体
験

を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、実
際
に
講
義
を
受
け
た
り
、現

地
体
験
を
し
た
り
、里
山
保
全
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、と
て
も
地
道
で
根
気
の

必
要
な
活
動
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、講
座
修
了
者
の
方
々
に
よ
る「
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
」「
衣
笠
学
習
の
森
」な
ど
の
里
山
保
全
活

動
へ
の
参
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て「
き
の
こ
の

菌
打
ち
体
験
」「
市
民
緑
花
ま
つ
り
」へ
と
、ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」は
、

平
成　

年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

目
指
そ
う
！
里
山
の
達
人
！

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

不思議な長いつる植物の
実を発見（テイカカズラの実）

▲

▲創作里山ガーデン
　“花空間”

開講式の後、田原市博物館学芸員と東三
河農林水産事務所林務課の方から講義を
受けました。地域の自然についての解説を
聞き、あらためて里山保全の意義を感じま
した。

「暑い中の山歩き！」と聞いただけで、脱水
症状、熱中症などを次々と想像。当日は「汗
をかくのはメタボ対策には最高」と言う参
加者の声を聞きながら、できるだけ講師の
すぐ後ろについて登りました。植物や景色
の説明を受けながらの観察会でした。

修了式では、修了証の授与と講座の体験
談や今後の抱負、たはら里山の会の活動
などについて意見交換を行いました。

頭にはヘルメット、腰にはノコギリを付け、
現場に立ちました。津具森林組合の方々か
ら木を切る時の指導を受けた後、チェーン
ソー操作を体験。私も直径２５ｃｍ程の立
ち木に挑戦しました。緊張感一杯でしたが、
無事に倒木できた時には、周りの方々や自
然に感謝しました。

　小林孝子さん・孝義さん宅（片浜町）の創作里山ガーデン
“花空間”は、白谷から片浜にかけての三河湾が一望できる
所にあります。２年ほど前までは、雑木の生い茂る山林だった
そうですが、携帯電話の塔建設がきっかけとなり、ガーデン造
りの計画が始まったのだそうです。
　創作ガーデン“花空間”は、山の入り口から中腹まで季節の
草花や球根が植えられています。アーチやテーブルなどが設
置された憩いの広場では、孝子さん主催の「森の音楽会」や
「よせ植えの会」なども開催されているそうです。また、孝義さん
は、山の中腹にお好みの樹木を植樹し、四季感豊かで夢のよ
うな設計を一つ一つ進めています。お二人の話によると、お互
いが好きなように作業を進めていくうちに、共通の思いのこもっ
た“花空間”に仕上がっていくのだとか。集まった野鳥が木々
の間を飛び交う“花空間”。訪問した私もそこに座らせてもらい
ました。何とのどかな、贅沢な空間でしょう。
　お二人は、今後も里山保全アドバイザー養成講座で学んだ
ことを生かし、専門的アイデアを取り入れた活動を進めていく
そうです。

講師の方から初めて目にするような測
量の器具などを見せてもらい、興味深
く学びました。その後「衣笠学習の森」
へフィールド調査に出かけました。

「里山保全実践活動報告」と、渥美半
島の樹木や森の調査報告、絶滅が心
配される樹木、外来種の繁殖対策な
どの講義でした。

台風のため休講
（次回へ日程振替）

たはらアルプストレッキング展望コース
を、滝頭山の「恐竜の背」から下山。ツツ
ジ科植物群落地を望みながらの下山は、
夏山とはまた違った爽快感を味わうこと
ができました。 18
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開講式と講話
「渥美半島の自然と歴史」１

平成20年７月11日（金）

平成20年８月３日（日）

夏の自然観察会

回目

２
回目

平成20年12月12日（金）

修了式と意見交換８
回目

平成20年11月24日（振）

森林作業と安全管理７
回目

平成20年10月11日（土）

平成20年８月29日（金）

平成20年９月19日（金）

里山保全活動報告３
回目

里山の調査法
と保全計画

４
回目

平成20年11月２日（日）

秋の衣笠自然歩道
自然観察会講座修了者のお宅訪問

創作里山ガーデン“花空間”
６
回目

里山の調査法と
保全計画

里山の安全管理

▲

滝頭山「恐竜の背」からの眺望

▲

衣笠学習の森での作業

▲

稲荷山の四阿からの眺望
あずまや

５
回目

４・

  ＊写真撮影
　  中村都祁子・公園緑地課

▼里山保全についてのお問い合わせ
　公園緑地課　　２３局4103
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